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●朗読ボランティアグループ「はびきの」第 25 回　朗読発表会
[ 日時 ] ３月２日㈯　13：00 ～
[ 場所 ] ＬＩＣはびきの　音楽実習室
[ プログラム ] 芥川龍之介『蜘蛛の糸』　宮本輝『夜桜』ほか
※入場無料。どなたでも参加できます。

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

●ちびっこサロン
[ 日時 ] ２月１３日㈬　10：30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局（市役所敷地内）

読んでみませんか？

『みずとはなんじゃ？』
　かこ さとし／作    鈴木 まもる／絵　
　小峰書店
　わたしたちの暮らし
に欠かせない水。その
不思議な性質を「忍者」

「役者」「医者」などに
例え、子どもたちにわ
かりやすく伝えた、か
こさとしさん最後の科
学絵本です。

『太陽のかけら』　
　大石　明弘／著　山と渓谷社
　「私は山を登る旅人。」世
界の未踏峰や難ルートに挑
戦し、その業績により女性
初のピオレドール賞を贈ら
れたクライマー谷口けいの
43 年間の軌跡。 ●おはなし会（2 月）　　　　　　　　　　　　●今月の特集テーマ

東部図書館 13 日㈬ 10：30 ～ 贈り物の本
羽曳が丘図書館 ９日㈯、23 日㈯ 15：00 ～ おしゃれ　すてきな装い
古市図書館 16 日㈯ 15：00 ～ あなたのとなりの外国人
丹比図書館 23 日㈯ 10：30 ～ 知ろう！大阪・南河内

中央図書館 2 日㈯、10 日㈰
16 日㈯、24 日㈰ 13：30 ～ あまい＆かわいい

しろの本（児童）

陵南の森図書館

3 日㈰、10 日㈰、24 日㈰ 11：00 ～

愛しき日本
にゃんのほん（児童）

16 日㈯ 15：00 ～
17 日㈰
・11：00（小さい子向き）
・11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30

市
内
図
書
館

今月の休館日は２月 28 日㈭　市内の図書館は全て休館になります

※今月から中央図書館のおはなし会日程が変わります。ご注意ください。

第 22 回
公開シンポジウム「笑い」の力、「笑い」のはたらき 3月3日㈰

13:00～16:30

ＬＩＣはびきの ホールＭ
（所在地：羽曳野市軽里1-1-1）
※駐車場は 2 時間までは無料ですが、2 時間を
超えると以降1時間毎に 200 円が加算されます。

【申込方法】 
 往復はがきまたはウェブサイトよりお申し込みください。

1. 往復はがき
　往信用に次の必要事項を記入
　●「公開シンポジウム希望」と明記
　●郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号
　※複数でのお申し込みは、連名でご記入ください。はが
　　きは入場整理券として返信しますので、返信用の表書
　　きにも申込者（代表者）の住所・氏名をご記入ください。
2.ウェブサイト
　    http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/exten/

会  

場 エクステンションセンター
四　天　王　寺　大　学
四天王寺大学短期大学部
〒 583-8501羽曳野市学園前 3-2-1
☎ 072-956-3345

開 会 挨 拶  13:00　羽曳野市長　北川嗣雄

オープニング  13:05　学生プレゼンテーション

第1部  話題提供 13:25　
  南谷美保 ( 四天王寺大学人文社会学部教授 )　
  タイトル「日本文化と笑い－笑いの力・笑いは救う」
第 2 部  講演（60 分）14:25
  上方落語協会会長・羽曳野市出身
  笑福亭仁智　氏
  タイトル「笑いの方程式」
第 3 部  ディスカッション  15:40
 ＜シンポジスト＞
  笑福亭仁智　氏
  南谷美保 (四天王寺大学人文社会学部教授 )
  茂木洋 ( 四天王寺大学人文社会学部教授 )
  伊藤圭 ( 教育委員会学校教育課課長補佐 )
 閉 会 挨 拶  16:25　四天王寺大学 学長 岩尾 洋
＜総合司会＞
  茂木　洋 ( 四天王寺大学人文社会学部教授 )

【申込先・問合せ】

◆「笑い」とは何かー毎日の生活の中で、当たり前のように笑       
っていても、「笑い」について、正面から考えることはあまりあ
りません。しかし、誰かの「笑顔 ｣で気持ちが癒されたり、相
手の「笑い」の意味がわからず困惑したり、気分を害したりとい
った経験は、誰もが持つのではないでしょうか。「笑い」の持つ
力やはたらきは、実は多様です。今回のシンポジウムを通じて、

「笑い」の魅力について見直してみませんか。


